
輝
輝

藩
　

繍鍔
論

説

住

居

税

の
本

質

及

其

構

造

…
…
…
.・…
…
…
・法
學
博
士

ヵ

1

ベ

ン

タ

ー

の
肚

會

改

革

意

見

…
・…
,.
法
學
博
士

肚

會

政

策

よ
り
観

な
る
吾

國

の
財

政

三

Y
…
法
學
博
士

人

糞

尿

の
國

盆

(
二
)
…

…
…
…
…
・:
・一…
…
…
法
駐
博
士

植

民

地

の
労

働

政

策

(
二
、
完
Y
…
-
…
…
…
・…
注
學
博
士

時

事

問

題

支

那

の
富

源

開

放

と

且
ハ肚

會

問

題

…
…
.
.,渋
墨
博
士

銀

行

の
手

形

引

受

訂

度

…

…

…
…
…

・…

…
法

學

士

雑

録

航

空

運

送

・.…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・…
…
・・法

學

士

今

年

度

下

牟

期

に
於

け

る

内

地

産

米

の

量

、

偵

に
就

い

て

…
…
...・…
・…
・・…
…
…
・・…
法

學

士

肚

會

問

題

評

論

-
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…

・・注
學
構
土

瀞

戸

正

雄

河

旺

嗣

郎

小

川
郷
太
郎

財

部

静

治

山

本
美
越
乃

戸

田

海

市

大

森

研

造

小
島
昌

太
郎

伊

丹

萬

里

帥

戸

正

雄
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羅

鎌

航

空

運

送

.

、

小

島

昌

太

郎

,

一
.
現

呪

航
空
事
業
は
A
・回

の
欧
洲
大
戦
齪
を
機
會

ご
し
て
、

非
常
…の
大
権
…歩
を
来

し
だ
Q
懲
悩膿

の
柵製
作
、
獲
動
機

の

改
頁
及
び
技
術

の
熟
練
に
於
炉
て
、
之
を
戦
前
ご
比
較

す
れ
ば
.、
實

に
驚
く
べ
き
進
歩
で
あ
る
。
併
し
是
等
航

空
事
業

の
、進
ル
は

從
京
、圭
ご
し
て
軍
用
に
利
用
せ
ら

れ
経
済
上
に
於
け
る
利
用
は
、
之
れ
に
比
ぶ
れ
ば
未
だ

殆
ぜ
吉
口
ふ
に
足
る
も
の
は
な
い
。
…併
し
乍
ち
、
戦
争
も

既
に
終
局
を
告

げ
講
和
條
約
も
締
結
せ
ら
れ
授

の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
か
ち
は
、
こ
の
戦
就
中
に
成
就
し
な
る

航
空
事
業
の
進
歩
は
、
多
く
李
和
的
脛
濟
的
事
業
に
利

用
せ
ら
る
Σ
こ
と
Σ
な
る
で
あ
ら
う
。
現
に
此
目
的
を

以
て
す
る
試
験
的
大
飛
行
が
、
講
和
條
約

の
締
結
ご
前

雑

録

航

空

運

送

復
し
て
緩

々
畢
行

せ
ら
れ

尭
。

邸

ち
、
亀五
月

十
⊥
ハ
日
米

國
飛

行
少
佐

ソ
ー
ド
氏

は
ズ
∩
ム
飛
行

機

に
乗

じ
、

ニ
ユ

プ
ア
ウ

ソ
ド

ラ
ソ
ド
の

ト

レ
ツ
パ

ツ
シ
を
出
機

し
、
塗

.

中

ボ

ル
タ
ー
、
リ

ス
ボ

ン
等

二
三
箇
所
着

陸
し
て
同
月

三
十
日
英
國

ブ

リ

マ
ウ

ス
に
到
着

し
、
五

月
廿
六

日

に

は
、
佛

國
陸
軍
中
尉

ロ
ー
ヂ

エ
氏

が
巴

里
よ
り
摩

洛
碍

の
ラ
バ
ク
ト
ま
で

一
千
三

百
七
十
五
哩

を
十

三
時
間

に

飛
行

し
て
、
無
着

陸
長
距
離
飛

行

の
新
.
レ
コ
ー
ド
を
作

り
π
る
を
手

初

め

に
、
⊥
八
月
十

五
日
に
は

ジ

ヨ
ソ

・
ア

ル
コ
ツ
ク
ご
ア
ー

サ
、1

・
ブ

ラ
ウ

ン
両
氏

が

ニ
ユ
ウ

プ

ア
ウ
ソ
ド
ラ

ソ
ド

の
セ
γ

・
ジ

ヨ
ン

ス
よ

り
十
六
時
間

十

二
分
を
以

て
愛
蘭

の
ク
.臥

ス
・7
ソ
に
到
着

ル
、
飛

行

機

に
よ

る
無
着

陸
大
西
洋

横
断

を
完
成

す
.る
あ

り
、
最

近

に
は
七
月

四
日

英
図
大
飛
行
船

閃
累

は

ヂ
イ
・
エ
ツ

テ

.
ス

コ
ッ
ト
指

揮

の
下

に
蘇
絡
蘭

イ
ー

ス
ト
ホ
ー
ト

ソ
を
出
撰

し
て
よ

り
五
十
⊥
ハ
時
間

二
十
秒

を
以

て

ニ
ユ

ー
フ
ア
ウ

ソ
ド
グ
ソ
ド
の
/

ー
ト

ル
ダ

ム
濁

に
着

し
、

百
八
時
間

十
分
を
経

て

・
ソ
グ

ア
イ
ラ
ソ
ド
(紐

育
洲

〕

に
到
着

し
、
耽

れ
も
皆
太

西
洋

横
断
飛

行

の
可
能

な

る

こ

ご
を
現
實

に
謹

明
し
六
。
さ
れ
ば
激

て
よ
り

ベ
ル
ト
・

第
九
巻

(第
二
號

」
一
一
五
)
.

三
∴
五

』.



1

、

雑

鐘

、

航

空
.
蓮

逡

、

示
方

川
中
尉

其
他

の
米
國
飛

行
家
に
よ
レ

て
計
叢

せ
ら

れ
居

る
桑

港
東

京
間

の
大
卒
洋
横

断
飛
行

や
、
英

国
飛

行
中
尉

マ
ド

ツ
ク
一寺
の
計
・叢
せ

る
粟
糠
}聯
絡
皿飛
行

の
加
凋

き
も
、
遠

か
ら
ず
實

現
ぜ

ら

る

、
こ

と
で
あ

ら
う
。

.

併

し
是
等

は
實
際
…の
虎
}、
山木
だ

冒
一険
飛
行

の
域
.を
脱

せ
ざ

る
も

の
で
あ

っ
て
、
愈

々
費

用
的
飛
行

を
見

る
ま

で
は
、
俗
多

く

の
経
験

を
積

ま
ね

ば

な
ぢ

蹟
。
今

日
迄

に
既

に
實

付

せ
ら

れ
な

る
費

用
的

航
空
事
業

は
、
余

の

知

る
限

り
に
於

い
て
は
、
昨
年

(
一
九

「
八
年

)五
月
十

五
日
よ
り
開
始

せ
ら
れ
だ

る
華
盛
頓

・
糾
有
間

の
飛
行

郵
便
事
業

の
み
で
あ
る
。
北
郷

、

同

じ
く
昨
年

の
⊥
八
月

五
日

に
は
、
巴
里

・
倫
敦
問

の
飛

行
郵
便

が

一
往
復
試

験
的

に
施
行

せ
ら
れ
起

る
由

な
れ

ざ
も
、
其

後
未

だ
實

現

の
域

に
達

し
な

い
様

で
あ

る
。

若

し
実

れ
計
叢

中

に

厨

す
る
飛
行

郵
便

事
業

に
至

っ
て

は
、随

分
澤
山
}あ

る
。

今
試

み

に
余

の
寡

聞
内

の
も

の
Σ
み
を
黎
ぐ

る
だ
け
た

て
も
左

の
如

き
も
.の
が
あ

る
o
.

の

佛
伊
両
圃
軍
事
委
員
の
企
業
.ト
な
ろ
佛
蘭
酉
・伊
太
利
・巴
飼
幹
の

空
中
郵
便
蓬
逡
計
蚕

粉

馬
耳
墨
港
亡
ア
ジ
ヤ
γ
ナ
獲

コ
ル
シ
カ
蘭

か
飛
行
機
な
以
て
す

(

.

第
九
侶

(第

二
號

一
.一
六

∀

三
二
六

ろ
空
中
郵
便
逓
逡
計
甕

㈲

英
印
問
た
飛
行
船

々
以
て
す
る
空
中
郵
便
逓
送
計
豊

竃

ン
タ
ギ

くユ
案
}。
第

]
線
。
倫
敦

・
ペ
シ
ャ
ワ
ァ
ル
問
、
途
中
着
陸
五
十
九
時
間
、

直
航
三
十
六
時
間
。
第
二
線
。
倫
敦
し
カ
ラ
チ
ー
間
五
日
間
o

n

英
濠
間
航
空
聯
絡
計
書
(
モ
ン
タ
ギ

ユ
案

Vヵ

ル
カ
ソ
《

.
ラ

ン
グ

卦

・
新
叢

経
由
・

励

濁
襖

土
空

中
聯

絡

計
書

。
第

一
線

。
漢

量

-
伯

林

・
維

納

・

ブ

タ

ペ
ス
ト
・
君

士

坦
丁
饗
、。
第

二
線

。

ス

ト
ラ

ス
プ

ル

グ
、
カ
i

ル

λ
ル
`

-

(
、

ス

ワ
ッ
ト
ガ

ル

ト
、
ミ
ー
ン

(
ン
、
維

納

、
プ

園

ペ
ス
ト
、
君

±

坦

丁
墾

。
第

三
線

。
伯

林

・

ド

レ
ス
デ

ン
、
プ

ラ
ァ
グ
、
維

納

、
ブ

ダ

ベ

ス
ト
、
滑
士

坦

丁
堅
。

各

線
共

飛

行
機

に
よ

る
。

司

中

殴

空
中

聯
絡
計

量
。
第

森

。

伯

林

、
ラ
イ

プ
チ

ご

・
プ
ラ

ウ

蝋

ン
・
二
言

ル

・
プ

ル
グ
」
ミ
・
ン

^
・
・
チ

・
-

↓

ツ

ヒ
・第

二
線

・

伯

林

、

ハ
ー

レ
、

エ

ル

フ

ル

ト

、

フ

ラ

y

〃

フ

ル

ト

・
ア

ム

・
マ
イ

ツ
、

井

ス

バ
ア
デ

ン

、

ト

リ

エ

〃

、

ル

ク

セ

ン
ブ

ル

グ
o
.第

三

線

。

伯

林

、
マ

グ

デ

プ

ル

グ

、

ハ
ー

ノ
ォ
フ

ェ
ル

、

ビ

エ

レ
フ

ェ
ル

ド

、

ド

ル

か

ム

ン
ド

ヂ

ュ
ッ
セ

ル

ド

ル

フ
。

第

四

線

。

伯

林

、

ス

テ

ヅ
チ

く

ダ

ン

チ

ッ
ヒ

、
ケ

ー

二

〃

ス

ベ

ル

グ

、

チ

ル

ヂ

ツ

ト

、

メ

ェ

メ

ル
9

第

五

線

o

伯

林

、

フ

ラ

ン

"

フ

ル

ト

・
ア

ン

テ

ル

・
す

ー

デ

ル

・

ポ

ー

セ

ζ

ト

ル

ζ

ア

ー

レ

ン

シ
麦

イ

ン
・
イ

ン

ス

テ

ル

ペ

ル

グ

、

チ

ル

引

ヅ
ト

、
メ

ェ
メ

ル

。

餐

線
共
飛
行
機
に
よ
ゐ
。

の

諾
蘇

郵
便
飛
行
計
竃

諾
威

ス
タ
ヴ
ァ

ン
ゲ
ル
港

(
〃
リ
ス
チ
ヤ

ニ
ァ
の
百

々
南
約

二
百
哩
)

ご
聯
絡
蘭
東
岸

の
ア
バ
ヂ
イ

y
港

`
の
間

海

上
納
三
百
眼
間

F
於
け
ろ
航
空
郵
便
肘
壷
。

.

「

り



【

ち

巴
里

、
サ

ン
・
サ
ぜ
レ
庸

郵
便
飛
行
計
葺
。

全
線
四
百
幕
末
、
途

中

オ
ル
レ
ア
ン
、
及

び
ナ

ン
テ
着
陸
、片
路
五
時
間

、飛
行
機
に
エ
ろ
o

嚇

倫
敦
な
中
心
こ
す
る
世
界
聯
絡
飛
行
。
倫
敦
民
間
飛
行
倶
樂
部
の

計
鍵
に
し
て
、
同
地

よ
叫
東
窟
ま
で
四
日
間

、
甲
谷
陀
ま
で

二
日
十
時

間
鹸
、
濠
洲
北
岸
ま
で
四
日
間

、
シ
ド

=
1
ま
で
玉
具
二
時
間
絵
、
タ

イ
ロ
フ
ま
で

}
口

、
ル
ー

プ
タ
ウ

!
ま
で
三
日
、
晩
香
坂

ま
で

三
日
、

紐
育
迄

二
目

、
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
迄
三
日
四
時
間
餓
に
て
達

す
る
豫

定

、

一
時
間
百
哩
速
力
の
飛
行
機

に
よ
ろ
。

鋤

紐
育

委

ト
ン
問
の
郵
便

飛
行
・
華
盛
頓
紐
育
間
の
郵
便
飛
行
に

く

ル

聯

絡

で

う
も

の
。

右

の
中
、
佛
伊
巴
問
空
中
郵
便
計
叢
は
、
其
後
に
於

け
る
國
際
關
係

の
愛
化
に
よ
り
目
下
立
消
ε
見

る
の
外

な
か
る
べ
く
、
叉
、
猫
襖
土
室
中
聯
絡
計
・董
ご
中
欧
空

中
聯
絡

計
虫
凪
ご
は
、

相
關
囃

せ
る
も
の
で
、

空
中
航

路
を
以
て
鰍
羅
巴
大
陸
各
地
を
聯
絡
せ
ん
と
す
る
大
計

鑑
で
あ
っ
投

が
、
之
も
關
.係
諸
国

の
現
状

よ

り

見

れ

ば
、
當

分
の
問
到
底
其
實
現
を
見

る
の
望
は
な
い
。
電
く

印
間
井

ぴ
に
英
深
間
航
空
聯
絡
は
、
既

に
大
西
洋
横
断

飛
行
の
成
功
し
な

る
今
日
、
其
試
㈱
脇
.
飛
行

の
星
行
せ
ら

る
、
は
遠
か
ら
ざ
る
こ
ご

＼
　思
は
る
れ
ざ
も
、
印
度

の

天
候
ご
飛
行
こ
の
關
係
を
研
究
せ
る
印
度
氣
象
里
長
ウ

雑

録

航

空

蓮

邊

オ
ル
ヵ
ー
博
士
が
最
近
機
表
せ
る
所

に
よ
れ
ば
、
印
度

上
室
気
象
に
關
し
て
は
街
研
究
す
べ
き
庭
多
く
、
之
に

閲
す
る
智
識
十
分
確
實
ご
な
る
迄
は
、
英
印
及
び
英
濠

開
飛
行
危
険
な
り
と
云
ふ
の
外
な
く
、
殊
に

モ
ン
ス
ー

ン
季
笛
に
於
け
る
飛
行
は
極
め
て
危
険
に
し
て
、
假

ひ

試
駿
飛
行
を
行
ふ
ε
す
る
も
七
月
中

に
行
ふ
の
要
あ
り

&
の
こ
ご
で
あ
る
。
さ
れ
ば
試
験
飛
行

は
假

ひ
近

々
塞
・

行
せ
ら
る
、
の
運
と
な
る
も
、
英
印
・英
濠
間

の
定

期

航
空
事
業
は
北
太
西
洋
横
断
定
期
航
空
事
業
と
共
に
、

其
實
現
に
は
術
多
少

の
歳
月
を
要
す
る
も
の
ど
思
は
ね

.

ば
な
ら
ぬ
。
併
し
乍
ら
、
倫
敦
巴
里
間
叉
は
紐
育
ボ

ス

ト
ン
問
ε
云
ふ
様

な
比
較
的
短
距
離
間
に
あ
b
て
は
、

定
期
郵
便
飛
行
の
實
施
せ
ら
る

、
は
恐
ら
く
は
蓮
か
ら

ざ
る
中
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
我
国
に
て
も
日
本
飛
行
機

製
作
所
か
叉
は
帝
国
飛
行
協
會

か
孰
れ
か
に
て
近
々
東

京
大
飯
間

に
試
験
的
郵
便
飛
行
を
行
ふ
の
計
叢
が
あ
る

そ
う
で
あ
る
。

二

地
.

位

航
空
事
業
の
現
状
は
大
略
右
述

ぶ

る
が
如

く
で
あ

る
。
今
交
通
機
關

せ
し

て
の
航
室
機
の
地
位
を
考
ふ
る

第
九
巻

(第

二
號

一
】
七
}

三
二
七

、
-
.



!

雑

録

航

空

運

逡

に
、
そ
は
飛
行
船
ご
飛
行
機
ご
に
よ
り
て
多
少
の
差
が

あ
る
。
先
づ
積
載
量
に
就

い
て
見

る
に
飛
行
船
は
飛
行

機
よ
り
も
勿
論
大
で
あ
る
。
帥
ち
前
述

の
大
西
洋
横
断

飛
行
に
成
功
し
た
.る
英
国

の
大
飛
行
船

閃
ω鼻
は
積
載
量

一一一十
顧
で
一一一十
人
座
席
を
有
す
る
が
、
華
盛
頓
紐
百
聞

飛
行
郵
便
に
使
用
せ
ら
る
＼
飛
行
機
は
積
載
量
三
百
封

度
で
あ
る
。
又
日
本
飛
行
機
製
作
所

の
計
査

ぜ
る
東
京

大
眼
間
郵
便
飛
行
の
中
島
式
飛
行
機
.は
積
載
量
二
十
四

貫
匁
を
有
す
る
由
で
あ
る
。
故

に
積
載
量
に
於

い
て
飛

行
船
は
鐵
道
用
大
型
貨
物
車

の
二
倍
位
で
、
飛
行
旙
は

小
型
の
自
働
車
位
で
あ
る
。

速
力

に
於

い
て
は
飛
行
機
は
遙
に
飛
行
船
に
優

る
。

前
者
は

}
時
間
百
哩
を
普
通
ご
す
れ
ざ
も
、
後
者
は

一

時
間
大
抵
四
十
哩
乃
.至
五
十
哩
で
あ
る
。
前
述
の
飛
行

船

即
ω鼻
は
{鯨
格
蘭
閑
よ
り

ニ
ユ
ー
フ
ア
ウ
ソ
ド
ラ
ソ
ド
ま

で
五
十
六
時
間
二
十
秒
を
費
し
た
が
、
ア
ル
コ
ソ
ク
及

.
び
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
り
て
殆
ざ
同

一
距
離
を
逆
に
、

ニ
ュ

ー
フ
ア
ウ
ソ
ド
ラ
ソ
下
よ
り
蘇
格
闘

へ
飛
行
し
な
る
ヴ

イ
ツ
カ
ー
ス
型
飛
行
鵬慨
は
{僅
に
十
⊥八
時
間
門十
二
分
を
要

し
た
る
の
み
。
併
し
孰
れ
も
聴
聞

の
上
よ
り
畜

へ
ば
、

第
九
巻

{第
二
號

一
一
入
V、

三
二
入

.郵
便
ε
電
信

ご
の
間

に
在
り
ε
云
ひ
得
る
℃

次
に
飛
行
距
.離
で
あ
る
が
、
之
も
前
述
の
大
西
洋
横

断
に
成
功
し
た
る
複
葉
飛
行
機

く
三
品
「雫
≦
ヨ
団

は
二

千
三
百
四
十
哩

の
航
空
力
を
有
し
、
飛
行
船

肉
竃

の
現

實
飛
行
距
離
壁
.二
千

「
百
哩
に
達
し
た
と
云
ふ
こ
ご
で

あ
る
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
供
給
所

の
設
備
さ

へ
あ
ら
ば
、航

空
機
今
日
の
進
ル

に
於

い
て
先
づ
無
制
限
に
ビ
こ

へ
で

も
行
け
る
嫌
な
も
の
で
あ
る
が
、
併

し
航
室
機
は
孰
れ

も
、
之
を
操
縦
す
る
に
終
始
緊
張
し
た
る
意
識

ε
周
密

の
注
意
ご
を
要
し
、
且

つ
休
養

の
設
備
も
甚
だ
不
十
分

で
あ
る
か
ら
、
定
期
航
空
を
行
ふ
ε
す
れ
ば
左
程

の
大

距
離
を
常
時
飛
行
す
る
は
困
難
で
あ
る
。
先
づ
飛
行
船

は
二
千
哩
、
飛
行
機
は
三
百
哩
位
で
あ
ら
う
℃

航
空
蓬
蓬

の
費
用
に
就

い
て
は
、

ハ
ソ
ド
レ
ー

・
ぺ

ー
ヂ
ー
氏
は
郵
便
料
と
電
報
料

こ
の
中
間

に
あ
る
云
.ふ

.

て
る
る
。
華
盛
頓
・紐
育
間
郵
便
飛
行
の
料
金
は
』

九

一
八
年
五
月
六
日
米
國
上
院
の
決
定
に
よ
れ
ば
書
翰

　

オ
ン
ス
に
付
さ
二
十
四
仙

で
あ
る
。

　
ノ
ニ
コ
ユ
コ

航
博
金
蓮
逡
に
於
け
る
被
迭
.物
は
、
旅
客
皆
具物
井

に
可

能
な
る
繹
で
あ
っ
て
、
、新

聞
紙
よ
に
に
塒
ご
し
て
乗
合

!



飛
行
機
業

の
開
始
な
ピ
報
道
せ
ら
る
＼
こ
ご
も
あ

っ
た

「
.問

、
此

航
空
運
送
に
よ
b
て
輸
逡
せ
ら
れ
た
る
郵
便
物

が
、
恐
ら
く
そ
れ
鳳
誤
報
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

一
時
興
業

角

に
行
は
れ
允
に
過
ち
な
い
で
あ
ら
う
。
今
日

の
航
空
.

事
業
の
現
況
、
井
に
之

に
野
.す
る
世
人
の
信
用
程
度
に

於

い
て
は
、
未
だ
自
働
車
や
電
車
同
様

に
公
衆
運
輸
ε

し
て
行
は
れ
得
る
ε
は
思
は
れ
な
い
。
叉
貨
物
運
逡
に

於

い
て
も
普
通
貨
物

の
輸
送

は
積
載
量
の
關
係
に
於
い

.

て
困
難
で
あ
ら
う
。
今
日
、
継
室
事
業

の
被
迭
物
冠
し

て
取
扱
は
れ
得
る
も
の
は
、
郵
便
事
業
に
於
げ
る
&
同

　
ぎ
ニ

さ

ほ
一

様
、書
状
及
び
小
包

の
和
ぎ
小
貨
物
に
限
る
。前
掲

の
航

室
事
業
計
差
が
、
皆
郵
便
飛
行
の
名
を
有
す
る
は
恐
多

く
は
之
が
爲
め
で
あ
ら
う
∂

航
空
運
送

の
利
便
は
現
物
喩
迭
が
迅
速
な
る
の
黙
に

あ
る
。
朗
　ち
航
堅
い連
送
に
あ
り
て
は
、
郵
}迭
よ
り
料
金

高
き
も
其
到
着

は
遙
に
早

い
。
叉
之
は
電
信
よ
り
蓬
け

れ
こ
も
、
符
號

の
代
り
に
書
面
を
送
達
す
る
こ
ε
が
出

來
る
。
從

っ
て
誤
謬
を
生
中
る
惧
は
な
い
。

航
空
運
送
の
成
績
に
就

い
て
は
、
余
は
只
.
華
盛
頓

経
管
問

の
飛
行
郵
便
に
關
す
る
報
告
よ
り
持
た
兎
。
昨

年
五
月
+
五
日
よ
り
本
年
五
月
+
四
日
に
至
る

一
ケ
年

雑

繰

脱

窒

運

送

は
薄
十
九
萬
三
千
願
で
あ
っ
て
、
総

純
愛
+
四
萬
二
千

弗
、
総
牧
人
十
六
萬

一
千
弗
、
純
益

一
萬
九
千
弗
で
あ

.

る
G

一昌

経
.

特

飛
行
船
は
其
製
作
に
於
い
て
も
亘
額
の
費
用
を
要
し

其
外
格
納
庫
の
建
設
維
持
に
も
互
湘賀
を
要
す
る
℃
…從
っ

て
、
飛
行
船
を
以
て
す

る
航
空
事
業
は
、
國
家
若
し
く

は
、
其
を
専
業
ε
す
る
大
會
肚
に
あ
ら
ざ
れ
ば
之
が
脛

レ
ずロ
ヨ

管
に
當
る
こ
ご
困
難
で
あ
る
。
今
日
.
自
働
車

や
荷
物

自
働
車
は
、

一
個
入
に
て
も
普
通
事
業
會
肚
や
商
店
に

て
も
、
之
を
乗
用
叉
は
運
搬
用

に
使
用
し
て
居

る
が
、

飛
…行
船
は
そ
う
云
ふ
様
に
は
行
き
兼
ね
る
。
然
る
に
飛

行
機
に
至

っ
て
は
、
今
日
大
會
肚

に
於
い
て
は
、
之
を

自
己

の
鞍
業
用
ε
し
て
使
用
す
る
こ
と
左
程
困
難
で
は

な

い
。
現
に
ケ
ル
汽
船
會
肚
(囚
o
遷

しQ
諮
内
包
しり
三
も
∩
。
.)

に
.於

い
て
は
、
汽
船

の
出
帆
を
迅
速
に
し
.、
碇
泊
時
間

を
短
縮
せ
ん
が
爲
め
、
船
積
貨
物
に
聞
す
る
各
種
書
類

の
作
成
を
待
た
す
し
て
汽
船
を
断
帆
せ
し
め
、
是
等
書
.

類
は
後
刻
飛
行
機
を
以
て
航
海
中

の
該
汽
船

に
逡
一連
せ

第
九
岩

(第

二
號

一
一
九
}

三
二
九

[
.



'

維

躁

航

空
.
運

逡

し
む

る
こ
ε
に
し
π
ご
云
ふ
ご
ε
で
あ
る
。
さ
れ
ば
銀

行
や
會
魅
も
亦
、
現
金
輸
送
、
見
本
取
引
、
急
用
書
類

送
達
等
に
飛

行
機
を
使
用
す
る
の
時
機
縮
聴

勢
も
ず
來

る
か
も
知
れ
な
い
。
此
に
於

い
て
、
航
空
蓬
蓬
、特
に
飛

行
機
を
以
て
す

る
航
空
運
送
は
之
を
各
自
が
直
接
に
1

合
目

自
働
車

や

・
リ
イ
を
使

用
す

る
が
如

く
に
一

・行

ふ
べ
き
か
、
將
た
.専
業
ご
す
る
企
業
に
よ
り
て
行
は
る

べ
き
か
の
　問
題
が
起
る
。

ぺ
ー
ヂ
氏
は
此
間
席題
に
關

し

て
大
要
次
の
如
く
述

べ
て
居

る
。

「
飛
行
機
を
以
て
す
る
航
空
運
送
に
は
、
技
術
上
の
問

題
ε
経
管
上

の
問
題

ε
が
あ
る
。
二
三
年
以
前
に
於
い

て
は
、
航
空
運
送

の
實
現
は
樹
多
少
疑
問
と
せ
ら
れ
な

の
で
あ
っ
投
が
、
併

し
新
式
大
型
飛
行
機

の
完
成
は
総

て
の
疑
問
を
解
決
し
、

一
般
世
人
を
し
で
其
有
用
な
み
.

こ
&
を
了
解
せ
し
め
な
。
そ
の
快
速

な
る
こ
`
、
そ
の

.

行
進

の
自
由
な
る
℃
ε
、
・そ
の
表
面
抗
力

の
な
き
こ
ご

は
、
飛
行
機
を
し
て
將
來
商
業
交
通
上
特
殊
の
地
位
を

.

占
め
し
む
、る
こ
ε
確
實

で
あ
る
。
.

r

「飛
行
機
が
愈
々
商
業
交
通
場
裡
に
現
は
る
＼
に
至
る

　ず

二
二
　
う

バ
　
に
ゴ
リ
ロ
ド
ロ

ε
き
、
そ
は
必
季
や
公
衆
用
運
輸
具
と
し
て
で
あ
ら
う

第
九
巻

(第
二
號

=
一〇
〕

三
三
〇

蓋

し
航
空

運
送

に
要

ず
る
経
常
費

は
、
今
日
未

だ
幾

許

6

の
獲

達
ず
る
か
精
密
な
る
計
数
を
知
る
を
得
毯

か
.
恥

ら
、

一
般
世
人
ば
、
縦
ひ
飛
行
機
購
入
費

に
於

い
て
は

把

疇
躇

せ
す

ご
も
、
経
常
費
の
黙
に
於

い
て
之
を
使
用
す

σ

詮

讐

が
あ
・
.
然
・
に
碧

機
製
造
會
斐

・
航

睡

.

室
懇

を
専
業
書

留

企
つ
・
も
の
に
あ
り
て
は
之

厨

が
計

算
を

立

つ
る
こ
ε
敢

て
困
難

で
は
な
い
。

調

「
航
奉
運
送
は
叉
優
秀
な
る
技
術
を
以
て
之
に
當
る
必

淵

.

要
が
あ
・
。
凡
蓮

議

糶

る
も
の
は
其
努

題

硬

き
程
、
盆

々
周
密
な
る
注
意

ε
熟
達
し
た

る
技
術

ご
を

鴫

要
す
・
も

の
で
あ
・
が
飛
行
機
に
至

っ
て
は
正

に
其
極

誹

致
に
在

る
も
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
申
飛
行
機
は
随
分

舳

一

高
慣
な
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
所
有
者
に
其
技
術
に
於

濫セ

の瓢

い
て
既
に
定
評
あ
る
飛
行
家
に
.あ
ら
ざ
れ
ば
之
が
使
用

を
芒

得
な
い
で
あ
ら
う
、
且
つ
か

、
。
飛
行
窪

之

謙

を
托
す
る
に
於
い
て
も
」
街
十
分
な
る
監
督
あ
ら
ん
こ

跳

ε
を
望

む
で
あ

ら
う
。
」然

る
に

一
般
世
人

に
在

り

て
は

㎞
卿

第

一
ぐ

る
飛
行
家
を
招
聘
す
る
こ
ご
困
難
な
る
上
に

血
お

　

　　

其
監
督
を
な
す
が
如
き
は
殆
ご
不
能
で
あ

る
。

㎎
価

「
航
空
運
送
は
略
々
確
定
し
れ
る
両
地
間

に
行
ふ
こ
と

い



を
要
・す

る
ゆ
通

路
#

ぴ
に
獲
　着
地

黙
に
滑
風
る
》
こ
ご

は

孰

れ

の
交
通
機

關

の
操
縦

に
於

い
て
も
必
要

で
あ

る

が

飛
…行
機

に
於

い
て
特

に
然

る
か
ら
で
あ

る
。
然

る
に

一

へ

般
世
人
が
自
用

の
蓮
迭

に
於
い
て
は
、
,其
方
面
匠
々
に

一旦
る
が
故
に
、

一
定
地
方

の
航
空

に
慣

る
＼
ε
云
ふ
鐸

に
行
か
な
い
。
叉
飛
行
家

の
給
料
は
非
常

に
高
額
で
あ

る
か
ら
病
気
其
他

の
事
故
に
備
ふ
る
爲
め
豫
備
人
員
を
,

雇
傭
す
る
こ
ご
も

一
般
世
.八
に
は
困
難
で
あ
る
。
而
し

て
飛
行
機

の
操
縦
は
自
働
車

の
運
傳

の
如
く
臨
時
雇

の

人
に
依
托
す
る
と
い
ぶ
課
に
行
か
ぬ
か
ら
、
常
傭

の
飛

行
家
に
故
障
起
ら
ば
自
由
の
航
空
埋
迭
は
雷
公
休
止
す

る
の
外
は
な
い
。

%

め
ム

ア
　　
と

き
ヨ

ム
ゴ
ロ
き
コ
ヨ
マ
ま

ゆリ
ヒ
み

リヨ
ゆ
ロ

「
凡
そ
運
送
に
於

い
て
は
、
往

復

共

終

始

満

載

.

を
以
て
理
想
ご
す
る
。
此
理
想
に
近
き
程
、
輸
逡
機
關

の
敷
果
を
現
は
す
こ
ご
大
き
く
且
脛
濟
的
で
あ
る
。
殊

に
そ
は
航
空
蓬
蓬

の
如
く
輕
費

の
人
な
る
も
の
に
於

い

.て
最
も
然
り
で
あ

る
。
而
し
て
之
が
矯
め
.に
は
規
則
正

　
ピ
ヨ
う
コ
ね

し
く
被
迭
物

の
出
廻

る
こ
ε
を
必
要
ご
す
る
。
工
業
會

肚
や
商
店

一
個
に
て
は
、
如
何
に
多
く
書
状
小
包
等

の

獲
逡
を
な
す
ε
も
そ
は
歴

々
の
方
面
に
分
る
べ
き
も

の

雑

録

航

空

運

送

で
同

一
の
地
方

へ
行
く
も

の
は
僅
少
で
あ
る
。
叉
假
倉

ひ
往
路
若
し
く
は
復
路
に
於
い
て
は
、
相
當

の
荷
物
あ

る
も
其
双
方
に
於
い
て
十
分
な
る
荷
物

の
あ

る
こ
ご
は

工
場

や
商
店

の
自
用
航
空

に
は
殆
ざ
望
み
得

な
い
Q

「
か
く
の
如

き
次
第
で
あ
る
か
ら
、・
航
空
運
送
は
工
場

や
商
店
が
自
用
的
に
行
ふ
の
は
不
得
策
で
あ

る
。
専
門

の
航
空
運
送
企
業
ご
し
て
之
を
行
ふ
を
可
こ
す
る
。
専

ほ
ヂ
ドゴ

あ
ヨ

リコ

ほ

門

の
航
空
運
送
業
で
あ
れ
ば
、
各
方
面

に
着
陸
地
を
設

け
得

る
ε
共
に
此
庭

に
荷
物
の
集
配
所
を
設
け
贋
く
各

方
面
の
需
要
に
慮
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
從

っ
て
常

に

規
則
正
し
き
荷
物

の
出
廻
り
を
得

べ
く
.湘
且

つ
そ
れ
が

各
地
方
毎
に
略

々
.一
定
の
整

一
を

保

つ
の
望
み
も
あ

る
。
さ
、れ
ば
、
各
航
路
に
於
い
て
往
復
共
終
始
満
載
に

.近
き
荷
物
を
得

る
こ
ε
も
強
ち
困
難
で
も
な
い
。
…併
し

乍
ら
此
目
的
を
達
す
る
が
爲
め
に
は
、
如
何
な
る
方
面

如
何
な
る
途
筋
が
、
航
空
荷
物
の
出
廻
り
最
も
多
く
し

て
直
線
的
航
空
路
を
作
り
得
る
か
を
研
究
せ
ね
絃
な
ら

滋
。
航
空
路
系
統

の
確
立
、
荷
捌
所

の
設
櫨
は
此
研
究

を
基
礎

こ
し
て
初
め
て
行

ひ
得
る
の
で
あ
る
。

.

「
航
空
運
送
を
専
業

ピ
す
る
會
砒
に
あ
り
て
は
使
用
飛
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鮨

鍮

離

空

運

愚

行
機
に
關
し
て
常
に
適
切
な
る
助
言
や
注
意
を
、
其
製

靴
旭
會
訊肛
か
ら
受
く
る
こ
と
が
出
來
る
便
宜
が
あ
る
。
勿

論

こ
は

一
般

の
購
入
看
も

受
け
得

べ
き

便
宜
で

あ
る

が
、
航
空
運
送
會
肚

は
飛
行
機
製
造
會
肚
の
常
顧
客
で

あ
り
、
且

つ
往
々
相
互
の
間
に
財
政
的
關
係
も
結
ば
る

る
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
両
者

の
闘
係
の
密
接
な
る
は
叉

自
ら

一
般
購
入
者
ε
其
趣
き
を
異

に
す
る
Q
か
く
て
航

空
蝿
迭
會
吐
は
飛
行
機
製
造
倉
祉
よ
り
絶
え
事
最
上

の

助
吉
ご
注
意
ε
を
受
け
得

る
の
み
な
ら
季
、
文
典
雇
傭

飛
行
家

の
技
術
上
に
於
い
て
も
相
當
の
監
督
を
受
け
得

る
一里
も
あ
る
。
飛
行
樫
羅
升
ぴ
に
航
察
術
…
の
如
き
渦
A
∴何

進
歩

の
眞
最
中
に
在

る
も

の
に
あ
り
て
は
最
新
知
識

の

供
給
を
受
く
る
こ
ε
が
最
も
必
要

で
あ

る
。

「
翫
室
蓬
迭
會
肱
に
あ
り
て
は

叉
多
撒

の
飛
行
家
を

傭
聘
す
る
こ
ご
を
得
、
各
飛
行
家
を
し
て
李
素
は
そ
れ

.

そ
れ
特
定
航
空
路
を
受
持
忙
し
む
る
こ
ε
が
出
来
る
。

其
結
果
自
然
に
飛
行
家
は
地
上
目
標
や
着
陸
地
熱

の
模

様

に
、精
通
す
る
に
至
る
。
之
れ
飛
行
上
最
も
必
要
な
る

こ
と
で
あ

っ
て
、
之

に
よ
り
て
安
全
度
を
大

い
に
増
加

す
る
。
叉
假
ひ
疾
病
其
他

の
事
故
に
よ
り
て
缺
勤
者
を
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生
す

る
こ
ご
あ

る
も
、
蛙
八神
一丸
に
苦

む
こ

と
は
な

い
。

且

つ
多
敷
飛
行
家

督
聚

む
る
は
即

ち
飛

行
に
關
誇

る
衆

・
智

を
聚

む

る
こ
ご

＼
な
る

の
で
.あ

る
か
ら
、
此
方
面

に

於

け

る
便
宜
も
あ

る
。
L

右
は

べ
ー
ヂ
氏
所
論

の
要
旨

で
あ

っ
て
.
航
空
蓮

…迭

・

は
自
管
.よ
り
も
、
之
を
専
業
ε
す
る
航
空
運
送
曾

肛
の

.

事
業
と
す
る
方
が
適
當
な
り
ご
す
る
黙
に
於

い
て
は
余

も
同
意

で
あ
る
。
、併
し
、
航
空
運
蓬
に
關
し
て
は
、
更

に
、
之
を
國
瞥
と
す

べ
き
や
否
や
の
問
題
が
術
残

っ
て

居

る
。
余

の
考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
飛
行
船
を
以
て
す

る
国
際
的
髄
室
事
業
は
別
こ
し
て
、
飛
行
機
に
よ
る
内

国
的

の
航
空
事
業
の
中
、
特
に
航
.室
公
衆
郵
便
は
、
今

日
日
に
公
衆
郵
便
事
業
が
國
瞥
こ
せ
ち
れ
居

る
ご
同
様

の
理
由

に
よ
り
、
や
は
り
之
も
國
螢
ご
す
る
必
要
が
あ

る
ご
思
ふ
。
併
し
乍
ら
.
航
空
公
衆
郵
便
以
外
の
航
空

蓬
蓬
は
、
国
家

の
凋
占
ε
し
て
私
讐
を
禁
止
す
る
の
理

由
は
な
い
。
寧
ろ
国
管
の
航
空
郵
便

ご
相
僻
ん
で
私
螢

の
航
室
運
送
を
存
在
せ
し
む
る
必
要
が
あ
る
。
蓋
し
飛

行
機

の
積
載
量
は
殆
ん
.ご
自
働
車
ε
大
差
な
き
位
の
、

言
は
努
少
量

の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
よ

る
運
逡
を



曽

要
求
す
る
も
の
に
…射
し
て
、
其
自
.梅
を
禁
ず

る
は
不
當

に
不
便
を
威
せ
し
む
る
こ
ご
で
あ
b
、
且

つ
か

、
る
文

明
の
利
器

の
使
用
を

}
般
に
禁
手
る
は
文
化

の
進
歩
を

促
進
す
る
所
以
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

公
衆
航
空
郵
便
は
國
梼

ご
ず
る
ε
し
て
、
之
を
逓
送

す
る
所

の
航
空
そ
の
こ
省
も
政
府
事
業
ご
す
べ
き
か
、

又
は
、
今
日
郵
便
物

の
逓
送
を
鐵
道
會
肚
や
汽
船
會
砒

に
委
托
す
る
ご
同
様
に
、
航
室
遮
迭
の
み
は
私
管

の
航

室
會
肚
に
委
托
ず
べ
き
か
ご
云
ふ
問
題
が
起

る
。
合
衆

国
現
行

の
航
空
郵
便
に
於

い
て
は
、
航
空
逓
送
も
國
家

の
直
麟
ε
し
て
居
る
様

で
あ

る
が
、
併
し
若
し
我
国
に

て
行
ふ
ご
す
れ
ば
最
初
よ
り
航
空
蓬
蓬
を
国
家

の
直
管
.

ε
す
る
よ
り
も
、
先
づ
始
め
は
船
室
郵
便

の
取
扱
ひ
の

み
政
府
事
業
ピ
な
し
.
航
空
逓
送
は
和
鞍
航
空
會
肌肥
に

委
託
し
て
之
を
行
は
し
む
る
が
適
営
庭
あ
ら
う
。
何

ξ

な
れ
ば
、
始
め
よ
り
国
家
が
郵
便

の
航
室
逓
蓬
を
直
督

す
る
ε
き
は
、
民
間
航
空
事
業
の
成
立

の
鯨
地
少
く
し

て
其
獲
達
を
困
難
な
ら
し
む
る
恐
あ
る
の
み
な
ら
争
、

戦
後
財
政

の
困
難
は
其
實
施
を
遅
延
せ
し
む
る
恐
が
あ

る
、
叉
假
ひ
其
實
施
は
退
廷
す
る
こ
ご
な
し
ご
す
る
も

雑

録

航

空

避

迭

9

{
其
普
及

が
阻
害

せ
ら
る

玉
こ

ご
は
確

で
み

る
、
然

る
に

一
航
空
郵
讐

逡

・
み
は
之
を
私
讐

饗

逡

會
就

{
に
委
托

し

て
行

は
し
む
る
こ

ご

、
せ
ば
、
国
家
財
政

に

一

票
せ
ら
る

、
こ
ご
な
く
、
盧
了
ろ
私
瞥
航
空
事
…莱
の
獲
達

を
促
進
し
つ
、
公
衆
航
空
郵
便

の
普
及
を
早
か
ら
し
む

る
利
益
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
.

.

輪

西

法

.

.

規

私
麟
の
航
空
事
業
を
認
む
る
ご
き
は
、
之
に
封
ず
る

監
督
及
び
助
成
法
規

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち

航
空
法
文
は
航
室
運
送
法
制

定
の
必
要
が
あ
る
。
無
取

締

の
状
態
に
放
任
す
る
は
、
健
全
な
る
航
室
事
業
の
装

い達
を
期
す
る
所
一身
に
あ
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
そ
は
往

々
統

一
な
ぐ
矛
盾
多
き
取
締

の
下
に
置

く

結

果

こ
な

.

り
、
却

っ
て
其
稜
達
を
害
す
る
こ
ご

、
な
吻
易

い
か
ら

で
あ
る
。
航
空
法
文
は
航
空
運
送
法
に
於
い
て
は
、
航

空
運
送
業
者
及
び
飛
行
家
の
資
格
.
着
陸
地
熱
の
設
置
.

.
井
ぴ
に
其
設
備
準
則
、
航
室
信
號
及
び
信
號
所
、
御
陵

要
塞
地
帯
其
他

に
關
す
る
航
空
路

の
制
限
、
市
街
地
其

他
人
家
近
傍
に
於
け
る
航
空
高
度
、航
空
機

の
検
査

、積

載
量
の
恨
度
、
禁
止
積
載
品

の
種
類
、航
空
機
所
騎
籍

の
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雑

.録

r
今
年
度
下
年
期
に
於
げ
ゐ
内
地
産
米
の
量
、
慣
に
就

表

示
等

に
關

す

る
規

定
を
設

く

る
こ
ε
を
要

し
、
且

つ

航
空

事
業

の
獲
蓮

を
促

進
す

る
に
は

、
補
助
金

叉
は

奨
.

断

金

の
交
付
其
他
.相

當

の
助

成
規
定
を

敲
く

る
の
必

要

も
あ

る
で
あ
ら
う
。

(入
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二
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